
第８回美里町農業振興審議会議事録（概要） 

日 時 令和２年３月２６日（木）午前１０時～１０時３０分 

会 場 美里町役場 ２階２０１会議室 

出席者 

＜農業振興審議会委員＞ 

櫻沢保、橋場倖男、大島輝雄、小泉雄一、飯島一、渋井清、齋

藤譲一、徳世保孝、野澤進、茂木清一、長谷川隆史 

（委員１５名中、１１名出席） 

＜美里町＞ 

町長 原田信次 

農林商工課 課長 木村利雄、副課長 丸山保、主査 櫻沢文

孝 

総合政策課 副課長 萩原和幸、主任 飯島美和 

＜業者＞ 

ランドブレイン株式会社 石村寿浩、野沢理 

配布資料 

・地域活性化に向けた取組について（答申） 

・施設整備検討の背景 

・地域活性化施設基本構想（案） 

議 事 
（１）答申書としてのとりまとめについて 

（２）その他 

会議趣旨 

１．開 会 

司会 

（丸山副課長） 

ただいまから第８回美里町農業振興審議会を開会いたしま

す。新型コロナウイルスの騒動の中、お集まりいただきあり

がとうございます。対策として、机の間隔を空けていること、

ドアを開けていることをご了承いただきたい。 

開会にあたり、橋場会長よりご挨拶をお願いします。 

２．あいさつ 

橋場会長 

皆さんこんにちは。お忙しい中お集まりいただきありがとう

ございます。 

美里町の新型コロナ感染者は０名ですが、東京都は週末規制

に入ります。皆さんには免疫力を高め、健康管理に留意してい

ただきたい。 

今回答申書のまとめとなりますので慎重審議を進め、町長に

提出できるようによろしくお願いします。 

司会 

丸山副課長 

ありがとうございました。 

つづきまして、原田町長より挨拶を申し上げます。 



 

原田町長 

委員の皆さま方には、大変お忙しい中、第８回の審議会にお

集まりいただきありがとうございます。また、第７回までの会

議についてもありがとうございました。 

この事業は総合振興計画の基本構想に位置付けされていま

すが、具体的にどう進めていくのかが何もない中、手探りで進

めてきました。振り返りますと、国の補助事業を使って地域の

賑わいをつくるにはどんな計画が良いか検討したり、また、せ

っかくインターができるのだから何か活用できる方法はない

か、企業の誘致と連携した形で進められることはないか、とい

う中でこの会議をお願いし検討してまいりました。この会で施

設の位置付けができた後、具体的なものを示して多くの方のご

意見をいただく機会を作らないといけないと思ってます。町民

の皆さんも具体的なものを示さないと良いも悪いも判断しよ

うがないと思います。 

また、この会議で基本構想の方針がいただけた後、地権者の

方と調整に入りたいと考えています。一部「農業を続けていき

たい。」という方もいらっしゃいますが、地権者の皆さんがま

とまり、地権者協議会ができれば、と考えています。調査する

２０ｈａの土地全てを地域活性化施設で使うということはあ

り得ないですが、それ以外のエリアに関しては、全国の企業に

募集をかけて、希望する企業が多く出てくれば、その中から選

ぶことも可能だろう。希望する企業が少なければ選定はできな

いが、課題を解決するため、一つ一つ階段を上っていくことが

必要です。厳しい状況にはあるが、美里町の課題を解決するた

めに土地利用をどうすればいいのか、地域の皆様も同じ考えだ

と思います。この辺りもご提案をいただければと思います。 

スマートインターチェンジが来年３月には開通いたします。

仮にバージョン２．０のＥＴＣが利用できた場合、インターか

ら下りたとしても３時間は料金が発生せず、下りなかったとい

うカウントになります。どうしたら下りてもらえるか、地域に

お金を落としていただくことができるのかを考えなければな

らない。それも含めて様々な機能を持ったものを配置し、「人、

物、お金」がまわる仕組みができると面白い地域になると考え

ています。 

本日は、よろしくお願いいたします。 

３．議事 

司会 では、３ 議事に入ります。当審議会設置条例第６条第１項



 

(丸山副課長) に基づき、「審議会の会議は、会長が議長となる。」とありま

すので、今後の議事進行については、橋場会長にお願いします。 

橋場会長 
それでは、しばらくの間ご協力をお願いします。 

慎重審議よろしくお願いします。 

（１）答申書としてのまとめについて 

議長 

（橋場会長） 

それでは議事（１）について、事務局より説明をお願いしま

す。 

事務局 

（櫻沢主査） 

はい。農林商工課の櫻沢です。本日はよろしくお願いします。 

では、ご説明申し上げます。着座にて失礼いたします。 

第３回農業振興審議会で町長より諮問がありました「地域活

性化に向けた取組について」に対し、答申書の案を事務局で作

成し、各委員さんに送付いたしました。その答申書案に対し、

意見を３月２３日までにいただきました。皆様から、答申の内

容についての意見は「特になし」のご回答をいただきました。 

その他、答申内容の修正では、ありませんが、レイアウトの

修正等や要望がございました。レイアウトでは、委員の皆様の

名前がわかるように答申書を独立させ、参考にこれまでの審議

経過を掲載するようなご意見でした。審議経過では、議事録を

ホームページで掲載していますので、概要として 1枚ものにま

とめて整理させていただきました。 

また、要望としましては、町の機能として「観光案内所や子

供からお年寄りが集う施設になるように」や、「田んぼアート

などの仕掛けで集客を」のような機能や仕掛けを充実するとい

った、施設を作るうえでの提案としてのご意見でありました。 

いずれにしましても、答申書の内容としては今回、作成した

ものを最終の形と考えております。 

ご覧になっていただき、ご意見を賜れればと思います。 

橋場会長 ただいまの説明に対して皆様からのご意見を伺います。 

齋藤委員 

活性化施設の中に市民農園や広場が位置づけされています

が、施設の周辺で構わないので、体験農場のようなものなど、

人が集まってくる施策を計画が進む中で考えていただければと

思います。 

事務局 

（木村課長） 
おっしゃるとおりだと思います。参考にさせていただきます。 



 

野沢委員 

答申の内容は良く出来上がっていると思います。 

これから具体的に詰めなければならないが、個別の話をして

も良いでしょうか。「木更津のうまくたの里」にレストランが

ありました。自分の考えるレストランというものは、ご当地の

食材を使って町の特徴を活かした料理を、お客さんに提供し、

さらに発信していくようなものができれば良いと思います。市

民農園や色々な案は出てくると思いますが、レストランや食堂

にかなりのウエイトを置ければ魅力がより増すのではないかと

思います。 

事務局 

（木村課長） 

これからより具体的な検討に進んでいき、企業との連携を考

える際には、その企業は何が得意なのか、強みが分かってきま

す。企業からの提案をいただく時に、町の食材を使ったレスト

ランなど、町の特徴を活かした取組を重視するポイントとして、

明確にしていきたいと思います。今のご意見はそのまま記録に

残させていただき、今後の関わり方に配慮してまいります。 

橋場会長 
他に意見が無いようであればこの答申書を町長に提出したい

と思います。 

 橋場会長より答申書を町長へ渡す。 

橋場会長 それでは続いて、（２）その他について 

（２）その他について 

事務局 

（木村課長） 

前回の第７回の議事録をホームページに公表したいと思いま

す。ただ、視察の内容については施設の情報が入っているため、

視察先に確認してからの掲載となります。また、今回の答申に

ついてもホームページに載せますのでよろしくお願いします。 

最後に、この審議会は今回の会議で終了となります。 

これまで、皆様には各役員の代表としてこの会にご参加して

いただいたところです。今後の進展により、必要に応じて、来

年度、皆様にご報告・ご協議等ご協力いただくことがあろうか

と思います。その際にはご協力をよろしくお願いいたします。 

橋場会長 

その他、委員の皆さんからは何かございますか。 

無いようでしたらこれにて、議長の役を終わります。 

ご協力ありがとうございました。事務局へお返しします。 

４．閉会 



 

司会 

（丸山副課長） 

橋場会長ありがとうございました。 

それでは、閉会を小泉副会長お願いします。 

小泉副会長 以上をもって、第８回農業振興審議会を終了いたします。 

 


